
 

2026 年４⽉号             （⽂責：野呂美道） 

読売新聞に掲載 
昨年の

12 ⽉に読
売新聞の記
者さんがハ
ザード会に
ついて取材
してくれま
した。 

3 ⽉、東
⽇本⼤震災
から 15 年
の節⽬に合
わせて、詳
細な記事に
してくれま
した。 

丹念に取
材してくれ
たので、こ
の記事には
私たちハザ
ード会が⾏
ってきたす
べてが語ら
れていま
す。 載っ
た以上はし
っかり頑張
るしかあり
ません。    



裏⾯にアンケート結果を掲載します。 
地震アンケートの結果 

① 津波は皆さん想定している 
② 避難まで時間がかかる⾒込み 
③ 津波到達まで 30 分と⾒込んでいる⼈が多い 
④ ⾼い建物に避難するとあるが、三和町のどこに⾼い建物があるのか？ 
⑤ ⾏政の指定避難所に⾏く⼈と⾏かない⼈が分かれた 
⑥ 避難する前に、スマホ、ブレーカ、防災グッズ、情報を調べる、の順にするべきことが分か

った 
⑦ 10 分から 30 分までに避難所に⾏けると答えた⼈が多かった。移動⼿段は⾞と徒歩が圧倒的 
⑧ 時間は 10 分以内が多かった 
⑨ 避難しない理由としては、避難所が嫌、必要なし、家族の都合、被害に遭っても構わない、

の順 
⑩ 南海トラフ地震の情報は熟知 
⑪ 取り組みとしては、懐中電灯、備蓄品、保険加⼊、SNS 登録、寝室に箪笥を置かない、な

どの順 
⑫ 避難する⼈の割合は、30〜90％ 
⑬ 家具固定は⼀部か、固定していない家庭が多かった 
⑭ 理由は⾯倒だから、家を傷つけるから、仕⽅ない、などが多かった 
⑮ 感震ブレーカは 10％の家庭しか設置していない 
⑯ 理由は、知らない、⽅法が分からない、お⾦がかかる、発注が⾯倒などの順 
⑰ ⼀番困ることは「⽔」の確保。次に避難できるかどうか、停電したらどうする、という順。

⽔は農業⽤の井⼾などで確保できないか？ でも、⽔没したら使えない。 
⑱ 避難することは各家庭でしっかり決めている。どこに避難するかは不明。 
⑲ 避難経路も半数以上は決めている。 
⑳ ⼀番困ることは「⽔」の確保。次に避難できるかどうか、停電したらどうする、という順。

⽔は農業⽤の井⼾などで確保できないか？ でも、⽔没したら使えない。 

※まだまだ皆さん地震に対する備えが不⾜していること
が分かりました。改善できることは、地域を揚げて取り組
む必要があることを痛感。皆さんの意識の向上を図りたい
と思います！ 

 

次回は地震編ワークショップ 

 この次の話し合いは4 ⽉ 5 ⽇（⽇）10：00〜12：00 と決まりま



した。また、前回と同じように会議では地震についてのワークショップを開きます。 
 興味のある⽅はどなたでも参加できます。是⾮お越しください。 


